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量換性加里は逆に減少する傾向が見られる．

置換性石灰の増加の傾向は施用された過燐酸石灰中の

石灰が事績されたものではないかと推察され，また置換

世加里の減少の傾向については水稲による加旦奪取のた
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第8図　可溶燐の年次変遷　と6年呂の跡地土壌を比
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較して見ると第5凶に示すととく前3ヶ年閲にかける燐

酸畜横量工少後8ヶ年閲の燐酸蓄横量は著■しく増大して

レヽることがうかがわれる．

4．　む　す　び

岩木火山灰水田に対して燐酸を多年連用することによ

少燐酸施用の適量に変化が見られるか香かKついて検討

した・多年連用した燐酸は夫々燐酸施用鼠に応じて土壌

中の燐感の蓄頑は増大するが，水稲の生育．収量面では

連続6年且においても燐酸適量の下る傾向は見られなか

った．

黒ポク土壌における水稲増収法確立に関する研究

その2　燐酸多施用跡の残効について

樋口　福男・東海林　覚・鈴木　友弥

（山形県鳥試尾花沢試験地）

1．　緒　　　　騒

山形県に於て．魚ポク土壌水田は尾花沢周辺工少最上

郡にわたって．台地に広く分布している．又仁鳥海，月

山山麓にも存在し．その分布両横は，相当数に達するも

のと推定される・これらの地帯に於ては従来，土壌条件

の劣悪食事と冷水溜漑等により低位生産地帯と見倣され

ていた・最近，木谷氏等にエ少．これらの土壌に対して．

燐酸増鹿を行うことにユタ．窯ポク土壌の生産性が向上

することが明らかにされた．隼者等も燐酸用量試験を実

施し，本誌第8号に報告した如く，燐酸坤鹿によ少生育

面では．分けつを促進し．兼巾は広く．強健であって．

初期工少旺盛を生育相をたど少．収量面では．加西早値

で9－11％．水由晩鹿で18－は％の増収を示し，黒ポ

ク土壌に於て．燐酸増旗の効果が極めて高いことが分っ

た．

かようを燐酸柵鹿を3年勧継続した場合の跡地土壌に

ついて水稲に対する影響及び土壌中の燐酸の2点上少．

横駿の残存効果を検討した．

1　枚略．久の結果を得たので報告する．

2．　圃　場＝条　件

山形農試尾花沢試験地水田圃地を用いた．土壌の理化

学的性質については，第1表に示す通わである，

第1表　土壌の理化学性
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1　試験区　第2表に示す通力である．

第2表　試験区及び沌月巴量

過去のP 施肥量乞 1　　 3 7　年

執 年 拓 年 粥 年 〟 考0 6 旦 0 〟 々 0 ．

0 0 0 675 ＋ 15 0 0 675 Ⅷ ＋ 150 0

7 劫 75 0 一応0 ′ ′ ′ 一グ ′タ

2 王氾 盟約 2 即 ′ ′ ′ ′ ◆
8 伽 釦仰 肋 一ダ ′ ◆ ′ ′
和 和 壬汀班 一グ ′ ′ ′ 一ダ

江．〟一石灰〟・硫安ち0，塩加石灰〟は砕土時
他は植代厄施肥
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2　田植

祈年5月迅日．為年5月飢日

3　品　種

ササックレ

4　分析法

川　的血行　に上って生兢するろ05及び圃場の考0さ

を1％クエン酸で抽出し．塩入微量重量法で定量した・

第3表　　生　育　経

（a　形態別Pの定盈法

関谷等の方法により．酢酸，喝伊・性ソーダで抽出

し，それぞれC〃型．Aj重し。凡打型とし比色走』を行な

った．

1　生育相について

過　（87年）

6 月 1 9 日 6 月 2 9 日 7 月 1 0 日 7 月 1 9 日 成　 熟　 期 有 効垂

歩 合草　 丈 垂　 数 草　 丈 垂　 叡 草　 丈 茎　 数 草　 丈 垂　 数 稗　 長 総　 長 株　 数

無 燐 酸 区 器．6 9 ．5 2 7．9 鳩．4 論 ．5 24．2 6 1．2 2 4．1 79 ．1 19．1 20．2 8乱5

標 準 跡 区 盟 ．4 12．8 3 1．0 王2 ．2 42．6 2）．9 任）．9 蕗 ．5 職 ．5 18．8 皿 ．3 7 1．8

3 P 跡 区 郡 ．9 15 ．9 32 ．4 ：5 ．8 4 8．0 迫 ．5 61．1 汐．8 職 ．3 】9 ．1 2）．4 60 ．9

4 P 跡 区 郡 ．2 17 ．1 81．9 3 1．2 也 ．8 銘 ．6 61．6 8 1．5 78 ．8 19．1 ；2 ．6 6 1．7

5 P 跡 区 30．5 17 ．7 盆 ．3 8 1．5 祖 ．8 三臥 9 59．1 巷 ．8 一打．1 18．6 加 ．1 59．3

第4表　生　育　経　過

7 月 1 日 7 月 9 日

草 丈 茎 数 草 丈 塾 ‾数 草 丈

84 ．4 1 0 ．4 4 7 ．9 鰻 ．2 鴇 ．8

釘 ．0 14 ，8 5 2 ．3 19 ．5 鈴 ．5

訂 ．8 17 ．6 8 ．2 盟 ．1 6 0 ．8

泊 ．7 1 8 ．8 5 7 ．0 渉 ．9 傍 ．1

壬蛤．2 釦 ．5 斑 点 為 ．8 （2 ．2

弟3表に示す如く初期生育は燐酸の施用iK応じて槽

大しているが．後期腫なるにつれて，差は小となカ草丈

では．逆に燐酸増施区は劣る様になり，垂微減も著しい・

又燐酸拗應区程．有効垂歩合が低下する傾向が見られる・

これらの現象は後期に於て，肥料（特に〃）の不足を惹

超したためと考えられる．又．詣年度も，第4表に示す

如く．初勤生編には．凱年同線の傾向が謎められる・

2　収量

前述の如く，後期肥料切れ状態を呈し，これが収量迄

影響し，第5表に示す如く，5P跡区を除き．燐酸珊沌

第5襲　収　量　成　績　りα

わら 精粗重 芦　 ≡＝

67 ．0 冊 ，6 0 ．6 鴎 ．4

砂 ．6 70 ．1 0 ．5 騒 ．8

73 ．3 70 ．7 0 ．5 訪．6

恥 ．0 70 ．9 0 ．3 雄 ．6

7 1．2 72 ．6 0 ．5 61 ．6

程，駅・わら比を低下する傾向が弛められる■玄米重で

も，5P帖佐以外は．差は秘められない・又．無燐酸区

の枇・屑米が多いのは，〟の肥効が後期にずれるためと

推定される・

8　土壌中の燐酸について

第6表に示す如く，燐酸の柵蝕に伴なレ㍉　土壌中の燐

酸が増加する傾向が弛められる・又・可溶性燐酸を形態

別に見た地合．C‘型，A＝型，∫‘型の何れの形態のP

も燐酸撒蝕にエ少，増加している・租年度採椒土壌に

於ては．」如山めによって生胱する燐酸は．燐酸糊施す

第6表　土壌中のろ0．（訂年5月採取）

∫ヵc W b αI g

（劫 ℃ 皿 日）

生成 。 Oq

形 態 別 〆 ‰ 硝 土 ル；助 成

可 溶

ろ qC 〃型 郎 型 ∫g型

無 燐 酸区 2 1．8 1．（B 鼠．1 8．Ⅳ 17，3

標 準跡 区 詔．1 1．釦 72．2 9．74 57．4

8 P 跡 区 鳴．6 2 ．62 92．4 皿．応 訂．5

4 P 跡 区 lB ．6 4．釦 105．1 14．00 112．2

5 f■跡区 5 4．1 8．48 lt汀．5 12 ．86 8 4．0

第7表　土壌中のろq（馳年5月採取）

生 土山鞠ねねに上々生 成す る 考 0 ． 圃 場

6 月訪 日

ろ 0 ．

1 0　日 2 1 日

20 ℃ 劫 ℃ 加 ℃ 釦 ℃

無 燐酸 区 5．47 6 ．0 9 9 ．0 6 10 ．一灯 u ．1

標 準 跡 区 10 ．と汀 u ．18 14 ．2 2 15 ．5 1 16．2

8 P 跡 区 17 ．盟 釦．亜 20 ．76 釦．！娘 幻．0

4 P 跡 区 三2 ．86 払．2 5 40 ．08 汐．02 25．2

5 P 跡 区 j2 ．8 6 三方．90 3 1．⑳ 盟．釘 27．8

る程多い傾向が弛められる・又，陶揚中の煽絹針も血劇如由

に上って生成する昂04と同じ傾向である・
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第1囲　土壌中の燐酸と聾政の関係（祈年）
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訂年度において，初期生月∴　とくに垂酌と土壌中の鳩

酸との的係を凶示すると●　論1凶の如くとなり・l両者の

問には．止の柏鵬が存在する・さら佐助牛皮り生再に

ついても．第2凶の示す如く．㍍牛鮎と同様の縮向が

強められる・

第2図　土壌中の燐酸と垂奴との関係（38年）

これらの結果は，燐酸珊施により．土壌中に富化され

た燐酸が．無廃酸栽培に追えされても，捌鹿の効果とし

て持続することを示しているものと考えられる．

然し．これら初期生育に対する燐酸概臆の持続効果は．

前述の如く．後期生膏に於ては〟不足を惹起し．有効垂

歩合の低下，さらに一雄枚数の減少等により．収量性迄

は弛められない様である．〟の施用量と方法にエ少．後

期生育を持続させる恕な方法を併行させれば，残効は．

収量へも期待されるものと推定される．
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第8国　可溶性タの形態別分布

上嗅■小机動掛の吋溶性油分の彬級別分布を見ると第3

凶の如くである1C〃輿は．焼腰刑鹿に伴ない．昆∴　比

率共に増加する似l叫が組められるが．上、～型は．蛙は勅

加するが・比畔としては・れ少の他向が認められる．叉

可溶性燐敵の大部分な占めるノ4彪型に於ては，址は増加す

るが．比率では変動性をいように見受けられる．以」・．の

点から，触ホクと蝕に放ては，焼飯州飽により．大部分

はAβ型燐酸として土壌に富化される．食料．∫〃軋　Cα

型の二製とも前述に比べ富化される址は也めて少い．又

これらの坐の燐酸は．加と興り殆んど有効態燐酸と見な

される．

血捌如両日によって生成するろ05を祈年5月採椒土壌

と鵡年5月採取土壌を比較すると第4回の如くなる．

図によれば．1年血．無燐酸栽培後でも．4P跡は．祈

年5月の恕準区の土壌より勝り．5P跡で同等程度と

なっておれ　なお　首化された燐酸のくわとしが弛めら

れる・また圃場のろ0．を見ると．8P跡で．劫呼存在

し．隣接の普通敷培田のろ0．と同等程度存在している．

かような点より考え．致効の持続期間は．3P跡で2－

3年，4P跡．5P跡で3－4年位と推定されるので．

瑚施後．3－4年を普通栽培し，その後また燐酸糊蝕を

行うことが望ましいと一応考えられる．

ぷ

J′

叫h

㊥

ノ○

■○

／○

印　Pt Pう　円　l甘

第4匝】　九m血両日仁より生成するタの年次変化


